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枝では殆ど船てその辺材部にも喋充体の存在が認め られた. 但し GERRY(1914)




デの 6種宅は最外周年輪 (樹皮下1-2●年輪)にさえ嘆充体が存在した. これらは､
多 くは GERRY(1914) の云 う通 り大体その心材部に喋充体の発達の著しい樹種で
ある.




















3 -殻に琴充体の発達の馨しい樹種は多くは環孔材苛しくはそれに準 ず るもの
で,`r散孔材若しくはそれに準ずる樹疎にはその発達は顕著でなかった･
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